
 

 

研究成果要旨 

 

研究テーマ 

共同教育課程でのテレビ会議システムおよびインターネットを介した遠隔授業・個別指

導の教育効果に関する基礎的研究 
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研究報告 

(1) 研究の背景・目的 

赤十字６看護大学では、平成 26 年度に専用回線を用いたテレビ会議システムを導入し、

平成 28 年 4 月からは大学院共同看護学専攻博士課程が、赤十字５大学（日本赤十字北海

道看護大学、日本赤十字秋田看護大学、日本赤十字豊田看護大学、日本赤十字広島看護大

学、日本赤十字九州国際看護大学）において開設され、協力校である日本赤十字看護大学

とともにテレビ会議システムおよびインターネット回線を用いたスマート会議システムで

遠隔授業・個別指導を実施している。しかし遠隔授業による教育効果に関しては明らかに

はなっていない。そこで研究目的は、テレビ会議システムおよびインターネット回線を用

いた大学院教育遠隔教育について、その具体的な利便性、有益性を含めた、総合的な教育

効果に関する基礎的データを収集し、教育効果の一端を明らかにすることである。 

(2) 研究方法 

研究参加者は看護系大学 5 校の学生７名と教員７名、半構成的面接を実施した。インタ

ビューガイドを用い、テレビ会議システムでの 5 大学同時授業・指導についての意見、就

業状況と大学院での学習状況、遠隔授業の学習上の困難、対面授業に比較した利便性、効

果等を問うた。手順は、文書および口頭で本研究の主旨および方法を説明し、同意が得ら



 

 

れた方を参加者とした。分析方法は、逐語録に起こしたインタビューデータについて、イ

ンタビューガイドの項目にそって分類し、内容の共通性や異質性を抽出しコード化、カテ

ゴリー化した。 

(3) 結果 

遠隔授業の実践結果を中心に報告する。入学生は平成 28 年度 14 名、平成 29 年度 14

名、5 月に合同ガイダンス・初回授業を対面で行ない、それ以降は数か所からテレビ会議

システムを使用し授業した。学生は自身の都合に合わせ、スマート会議システムでパソコ

ン・タブレット・スマートフォンから参加した。スマート会議システムは、平成 28 年度は

北海道の５ID であったが、平成 29 年度は北海道・九州・広島の 15ID が加わり、頻度高

く稼働した。質疑応答の工夫（質問・意見があるときは「質問」「意見」の札を画面に出す）

により、ハウリング等が起きる問題は解消された。しかし、スマート会議システムでは、

学生のパソコン等の容量、マイクやカメラ機能、設定に差があり、画像トラブルが起きて

いた。 

(4)考察 

テレビ会議システムでは、画面が鮮明で大きく音声もクリアであり、各学生の表情等も

確認できるため、授業はスムーズに行われ、対面での授業と遜色ないと思われる。授業・

演習等の教育効果も十分であるが、疲労は多少強い。利便性が高いため、教育の機会は対

面教育方法のみに比較し、格段に高い。 

(5)結論 

テレビ会議システム使用した教育方法は、総合的に判断し、教育効果、利便性ともに優

れ、対面での授業と遜色ないことが明らかになった。 
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